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1. はじめに
小学校5・6年生での外国語活動の必修化ⅰや、社内公用語の英語化ⅱなど、社会全体
で英語習得の気運が高まっている。筆者の在籍する東京女子大学でも第一・第二外国語
科目が設けられ、必修以外の授業も充実している。しかし、いくら環境が整えられても、
学生本人の学ぼうとする意欲を伴わずして外国語の習得は望めないだろう。大学では、
学生は受験英語とは異なる英語の授業を受け、多くの人が初めて第二外国語を学び始め
る。そうした環境の中で、新入生は何を目標に外国語学習に取り組んでいるのだろうか。
本学の外国語科目では、第一外国語（英語）は1・2年次、第二外国語（ドイツ語・
フランス語・スペイン語・中国語・韓国語）は1年次に必修となっている。2年次以降
に履修できる選択科目を受講するかは任意であるため、受講しない場合、第二外国語の
授業は1年次、第一外国語の授業は2年次に終了することになる。つまり、1年次の外
国語科目での勉強が2年次以降の外国語学習に影響を与えうると察せられ、大学におけ
る外国語学習の中でも特に1年次の学習が重要であると考えられる。そこで本研究で
は、1年次の外国語学習について調査を行うことにした。
本稿では、実施したアンケート調査に基づき、本学の1年次学生の外国語学習動機に
ついて、第一外国語学習と第二外国語学習の場合を比較する。新入生は何を目標として
外国語を勉強しているのか、外国語学習に対してどのような課題や負担を感じているの
か、そして今後外国語学習を続ける予定でいるのかを調査することで、第一・第二外国
語学習の動機や負担、意欲に共通点や違いがあるのかを明らかにしたい。なお、本学に
おいて第一外国語は英語に設定されているため、以下の本文では、英語または英語学習
と表記する。
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2. 先行研究
本田（2005）が、動機づけの分類は多様化し、その種類は研究者によって異なると述
べているように、これまで多くの研究者によって、学習動機に関する研究が行われてき
た。
語学学習に関する動機の研究は、Gardner と Lambert によって1960年前後に進んだ。
彼らは、社会心理学的なアプローチで一連の研究を行い、動機を「統合的動機」と「道
具的動機」の2種類に分類した。Gardner & Lambert（1972）は、目標言語のコミュニ
ティーやその文化に対する興味、その一員になりたいという意識から語学学習を行うこ
とを統合的動機とし、社会的地位や経済的利益を得るためなど、実用的な目標のために
語学学習を行うことを道具的動機とした。藤原（2010）は、外国語の学習動機は一つで
ないことが多いため、これらの動機は混在している場合もあることを指摘している。
研究が進むにつれ、教育心理学の観点からも研究が行われるようになった。Deci &
Flaste（1996）は、「内発的動機」は活動自体に満足感を得るもので、「外発的動機」とは
報酬や周囲の評価を得ることを目的として活動するものであると述べている。
初年次学生を対象とした動機づけ研究には、清水（2013）や近藤（2006）の研究があ
る。アンケート調査によって、清水（2013）は、必修外国語の授業を通してより具体的
な外国語学習の到達目標を挙げるようになった学生がいたこと、近藤（2006）は、看護
学生は英語を「教養・趣味・仕事」の3分野のうち趣味分野と仕事分野で役立てたい傾
向があることを明らかにしている。本稿では、この近藤の研究をもとに、外国語学習動
機を調査する。
英語以外の外国語学習動機に関する研究は少なく、第二外国語を学ぶ学習者の動機を
調査したものはさらに限られている。そのなかで大規模な調査を行っているのが藤原
（2010）の研究である。アンケート調査によって、大学で非専門科目としてドイツ語を
学ぶ学生の学習理由のなかには、文化への憧れや関心など以外にも、専門分野における
文献理解の必要性というものもあることを明らかにした。本稿では、上述の近藤（2006）
の3分野に加え、この藤原の研究にみられた「専門分野」という視点も加え、学習動機
を明らかにする。
3. 調査方法
3.1. 研究課題
本稿では、以下の点を明らかにする。
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① 英語学習と第二外国語学習の場合では、外国語を役立てたい分野（教養・趣味・
仕事・専門）に違いはあるのか
② 学生は外国語の学習方法についてどのように感じているのか（学習方法の認知
度）、また外国語学習に対し負担を感じているのか（学習の負担感）、感じている
場合、それはどのようなものなのか
③ 英語学習と第二外国語学習の場合では、学習の継続予定に違いはあるのか
④ 動機の高さと学習の継続予定に関連はあるのか
3.2. 調査協力者
調査協力者（以下、回答者）は東京女子大学の1年次学生163名である。回答者の専攻
は、英語文学文化専攻84名と国際関係専攻79名である。
約8割の学生はこれまで日本で教育を受けてきており、回答者の英検の取得級は表1
のようになった。TOEIC に関しては約8割の学生が受験経験がなく、英語以外の外国
語検定に関しても約9割の学生が級を保有していなかった。なお本稿の目的は、動機と
語学力の関係を明らかにするものではないため、取得級の違いによる比較は行わない。
第二外国語の学習動機に関するアンケートの回答者の第二外国語の履修状況は表2の
とおりである。質問紙の都合上、英語の学習動機に関するアンケートの回答者にも履修
中の第二外国語を尋ねているが、分析の際は用いない。
 人数 割合（％） 人数 割合（％）
準 4級 3 2 ドイツ語 7 8 
準 3 級 28 17 フランス語 33 39 
準 2 級 33 20 スペイン語 29 35 
準 2 級 71 44 中国語 9 11 
準 1 級 4 2 韓国語 6 8 
準 00級1
3112得取未
表1 回答者の英検取得級表 表2 回答者の第二外国語の履修状況
3.3. 調査手順
本調査は、2014年7月15日と16日に実施し、配布・回収も含め約15分で回答してもらっ
た。回答は5段階（そう思う＝5、少しそう思う＝4、どちらとも言えない＝3、あま
りそう思わない＝2、そう思わない＝1）の選択式で、無記名で行われた。
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アンケートは2種類あり、国際関係専攻のクラスには英語、英語文学文化専攻のクラ
スには第二外国語の学習動機に関するアンケートを配布した。なお、質問文の語句が、
英語学習についてのアンケートの場合は「英語」、第二外国語学習についてのアンケート
の場合は「第二外国語・○○語」となっている。
3.4. 質問紙の構成
質問紙は、計39問の質問項目から成る三部構成のアンケートと、回答者に関する情報
12項目（表3）から成る。
第一部は、「英語・第二外国語学習を役立てたい分野」に関する質問16問で、各分野に
つき設問は4つである。第二部は、「英語・第二外国語学習について普段感じていること」
に関する質問20問である。近藤（2006）のアンケートと同様の内容で、一部の質問文は、
意味を変えないようにして、読みやすいように修正した。学習方法の認知度・学習の負
担感を問う質問が各10問で、そのうちの半分の各5問は反転項目となっている。第三部
は、「英語・第二外国語学習の継続予定」に関する質問3問である。新入生が大学での外
国語学習を今後どのように進めていこうと考えているのか、勉強を続ける意欲がどれく
らいあるのかを明らかにするため、質問を設けた。
1 学年 5 日本語教員養成課程の登録予定 9 海外滞在経験 
2 専攻 6 英検の取得級 10 留学経験 
3 履修中の第二外国語 7 TOEIC の取得点数 11 留学予定 
4 教職課程の登録状況 8 その他外国語検定の取得状況 12 卒業後の希望進路 
表3 回答者に関する情報
4. 結果と考察
4.1. 分析方法
第一部は、5段階回答の選択肢を表4のように点数化して分析する。点数が最大値に
近いほど、動機が高いことを意味する。最大値は「5」（そう思う）に質問数を掛けて算
出している。第二部も、第一部と同じく点数化して分析する。反転項目は、表4のよう
に点数を反転させて計算を行う。点数が最大値に近いほど、外国語学習の方法がわから
ない・外国語学習に対する精神的負担が大きいことを示す。最大値の算出方法は第一部
と同様である。第三部は、選択肢ごとの選択者数を集計し、各選択肢の割合を算出した。
なお、無回答の箇所がある場合でも分析の対象からは外さず、その箇所を除いて計算
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を行う。
5＝そう思う 
4＝少し 
そう思う 
3＝どちらとも
言えない 
2＝あまり 
そう思わない 
1＝そう 
思わない 
点数化 5 4 3 2 1 
反転項目の場合 1 2 3 4 5 
表4 点数化と反転項目の点数化
4.2. 外国語の学習動機
どの分野で外国語学習を役立てたいかを尋ねた結果から、英語学習と第二外国語学習
における動機の高さを比較する。全体・分野別・質問項目別に分析する。
全体・分野別の動機の高さは表5のようになった。英語学習では平均が67.5、第二外
国語学習では58.7となり、英語学習のほうが学生の動機が高いことがわかった。分野別
にみても、すべて英語学習の値が第二外国語学習を上回った。値の高い順にみると、英
語・第二外国語学習ともに「趣味分野」の値が最も高かった。値が2番目に高いのは、
英語学習では「仕事分野」、第二外国語学習では「教養分野」という結果になった。この
結果から、学生は実用的な英語、教養としての第二外国語を求める傾向があるといえる
だろう。一方、各分野の平均を割合で示すと図1のようになった。いずれの分野も25％
前後であり、1つの分野が突出しているわけではないことが明らかになった。これらの
結果をふまえると、学生が最も英語・第二外国語を役立てたいと考えているのは趣味分
野であるが、4つの分野の割合に大きな偏りはなく、いずれの分野においても学生は英
語・第二外国語を活かしたいと考えているといえるだろう。
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表5 全体・分野別の平均（小数第二位以下四捨五入）
次に、質問項目別に比較する（表6）。英語・第二外国語学習ともに共通している点に
注目した後、違いが顕著に表れた箇所の比較を行う。なお、表は値の大きい（＝外国語
を役立てたい項目）順にまとめ、「*」の付いている項目は平均が同じ値のものであるこ
とを示している。
共通している項目を下線や記号で示した。上位2つは、両学習ともに趣味分野の「外
国人との交流」、「海外旅行」が占めた。「外国人との仕事」は、英語学習で3番目、第二
外国語学習でも4番目に入り、「映画や歌詞の理解」はともに5番目に値が高かった。英
語・第二外国語学習に共通したこれらの項目は、いずれもGardner & Lambert（1972）
の道具的動機に該当するものである。上位5番目までにこれらの項目が集中しているこ
とからも、学生は、英語、第二外国語を問わず、実践的な場面で外国語を活かしたいと
考えて勉強しているといえるだろう。
次に、英語学習と第二外国語学習で特に異なった点を見る。
「異文化理解」（◆）は、第二外国語学習において値が3番目に高かったのに対し、英
語学習では9番目だった。この要因は、第二外国語学習では仕事分野の項目は下位に集
中しているのに対し、英語学習では「異文化理解」より上位に仕事分野の項目が多く入っ
ていることにあると考えられる。この結果からも、学生は英語により実用性を求めてい
るといえるだろう。
「複眼的思考力」と「言葉の構造・規則の理解」（●）にも違いがみられた。第二外国
語学習では、値が6番目と8番目であるのに対し、英語学習では15・16番目で最も値が
低かった。今回の調査は学習目的を記述してもらう回答形式ではないため、この違いの
要因を特定することはできないが、長く学んできた言語と、初めて学ぶ言語の違いが生
― 72 ―
図1 外国語を役立てたい分野
んだ結果ではないかと推察される。英語の文法は基本的に中学校・高校で学び終えてい
るのに対し、第二外国語は大学入学後に学び始める人が大半で、文法を学ぶのも初めて
である。したがって、一通りの文法を学んだ英語では、学生はより実践的な場面を想定
した学習をしたいのに対し、基礎文法の学習途中である第二外国語では、文法について
知りたい、学びたいという意欲が強いのではないだろうか。そうした学習に対して求め
るものの違いが、項目の順位に現れたのではないだろうか。
4.3. 外国語の学習方法の認知度と学習の負担感
学習方法の認知度と学習の負担感を英語学習と第二外国語学習の場合で比較する。前
者は外国語学習の方法について普段どのように感じているのか（例：どのような学習方
法があるのかよくわからない）、後者は外国語学習に対しどのような負担を感じている
のか（例：第二外国語の勉強をしていてもすぐに気が散る）を表すものである。近藤
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習学語国外二第習学語英
質問項目 分野 平均／最大値 質問項目 分野 平均
1 外国人との交流 趣味 4.69／5.00 海外旅行 43.4味趣
2 海外旅行 流交のと人国外56.4味趣  趣味 4.30
3 外国人との仕事 仕事 4.60 ◆異文化理解 教養 4.21
4 言葉の理解・表現力の訓練 教養 4.48 外国人との仕事 仕事 4.19
5 映画や歌詞の理解 趣味 4.45 映画や歌詞の理解 趣味 4.00
6 小説やエッセイの読解* 趣味 4.31 ●複眼的思考力* 教養 3.84
7 仕事でのプレゼンテーション* 仕事 4.31 言葉の理解・表現力の訓練* 教養 3.84
8 仕事での書類読解 仕事 4.27 ●言葉の構造・規則の理解 教養 3.57
9 ◆異文化理解 教養 4.26 小説やエッセイの読解* 趣味 3.53
10 仕事での書類作成 仕事 4.25 仕事での書類読解* 仕事 3.53
11 専門分野の文献読解* 専門 4.03 専門分野の文献読解 専門 3.39
12 専門分野の研究発表* 専門 4.03 専門分野の勉強 専門 3.36
13 専門分野の勉強 専門 3.94 仕事での書類作成 仕事 3.25
14 学部・大学院留学 専門 3.91 仕事でのプレゼンテーション 仕事 3.17
15 ●複眼的思考力 教養 3.83 専門分野の研究発表 専門 3.09
16 ●言葉の構造・規則の理解 教養 3.30 学部・大学院留学 専門 3.01
表6 質問項目別の平均（小数点以下第三位切り捨て）
（2006）の研究における「スキルの認知」、「コストの認知」という表現を、「学習方法の
認知度」と「学習の負担感」に筆者が言い換えた。値が大きいほど、学習方法の認知度
が低い（＝外国語学習の方法がわからない）・学習の負担感が強い（＝外国語学習に対す
る精神的負担が大きい）ことを示している。学習方法の認知度・学習の負担感がどれく
らいであるのかを比較した後、質問項目別に分析する。
学習方法の認知度と学習の負担感は、表7のようになった。学習方法の認知度は、第
二外国語学習の値が英語学習を上回り、第二外国語学習のほうが英語学習に比べ、学習
方法の認知度が低いことがわかった。この結果から、学生は第二外国語のほうが、学習
方法がわからないと感じていることが明らかになった。学生にとって、第二外国語はま
だ数カ月しか学んでいないものであり、6年間学んできた英語よりも勉強方法に悩みを
抱えていると考えられる。学習の負担感は、英語・第二外国語学習のいずれの場合でも、
値にほとんど差はなかった。したがって、本調査の結果では、学生が英語および第二外
国語の学習に対して感じている負担は同程度といえるだろう。
習学語国外二第習学語英
学習方法の認知度 31.5／50.0（最大値） 34.6
学習の負担感 30.3 31.8
表7 学習方法の認知度・学習の負担感の平均（小数点以下第二位四捨五入）
次に、学生は英語・第二外国語の学習方法をどのようにわからないと感じているのか、
外国語学習に対しどのような負担を感じているのかを具体的に明らかにするため、質問
項目別に比較を行う。
習学語国外二第習学語英
質問項目 平均／最大値 質問項目 平均
1 勉強の仕方がわからない 3.28／5.00 勉強方法を知らない 3.66
2 成績の上げ方がわからない 3.25 成績の上げ方がわからない 3.58
35.3いならかわが方仕の強勉02.3いなら知を法方強勉3
4 どうしたら理解が進むのかわからない 3.05 どうしたら理解が進むのかわからない 3.33
5 どうしたら授業についていけるのか 
わからない 
2.94 どうしたら授業についていけるのか 
わからない
3.20 
表8 学習方法の認知度の質問項目別の平均（小数点以下第三位切り捨て）
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学習方法の認知度の値は、値の大きい（＝わからないと感じている）順に表8のとお
りである。英語学習では「勉強の仕方がわからない」（＝どのように勉強に取り組めばよ
いのかわからない）の値が最も高かった。これまで学んできた英語に関しては、おそら
く学校で勉強方法を教わったり、自分なりの勉強法を探したりしてきていると考えられ
る。学生は様々な勉強方法があることをすでに知っており、それらを試してきているか
らこそ、どのように英語を勉強すればよいのか、自分に向いている勉強法はどのような
ものなのかという勉強の仕方に悩んでいるのではないだろうか。一方の第二外国語学習
では、「勉強方法を知らない」（＝シャドーイングや多読学習など、語学学習に様々な方
法があることを知らない）の値が最も高かった。学生は、第二外国語を学び始めたばか
りであり、どのような学習方法があるのかということに関して、英語に比べるとまだあ
まり知らないと考えられる。そのため、本調査の第二外国語の学習者は、「勉強の仕方が
わからない」というよりも、それ以前に「勉強方法を知らない」段階にあるといえるだ
ろう。値が最も低かったのは、どちらも「どうしたら授業についていけるのかわからな
い」だった。学生の「授業についていけない」という意識は、「勉強の仕方がわからない」、
「勉強方法を知らない」といった意識よりも希薄であることがわかった。この結果から、
本学の英語・第二外国語の授業は、学生の語学レベルに合ったものであるといえるので
はないだろうか。
学習の負担感の値は、値の大きい（＝負担を感じている）順に次ページ表9のとおり
になった。両学習とも、項目の順番が全く同じという結果になった。「勉強継続は大変」
の値が最も高く、英語・第二外国語学習において、学生は勉強を続けることに一番むず
かしさを感じていることがわかった。値が2番目に高かったのは「なかなか勉強に取り
かかれない」で、最も値が低かったのは「勉強をしていてもすぐに気が散る」だった。
この結果から、学生は、勉強している最中よりも、勉強に取りかかることに負担を感じ
ているといえるだろう。
以上の結果から、英語学習と第二外国語学習では、学習方法の認知度は第二外国語学
習のほうがわずかに低く、学習の負担感はほぼ同じであることがわかった。
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1 勉
2 な
3 勉
4 勉
5 勉
強継続は大変
かなか勉強に
強をする気に
強をするのは
強をしていて
英語学
質問項目
取りかかれな
ならない 
面倒
もすぐに気が
習 
い 
散る 
平均／最大値
3.18／5.00 勉
3.11
3.10 勉
2.97 勉
2.79 勉
強継続は大変
なかなか勉強
強をする気
強をするの
強をしてい
第二外国語学
質問項目
に取りかかれ
にならない 
は面倒
てもすぐに気
習 
ない 
が散る 
平均
3.35
3.29
3.28
3.17
2.79
表9 学習の負担感の質問項目別の平均（小数第三位以下切り捨て）
4.4. 外国語学習の継続予定
4.4.1. 第一外国語（英語）学習と第二外国語学習の比較
英語・第二外国語の学習予定についての回答を分析・考察する。大学2年次以降の学
習予定、大学卒業後の学習予定の順に結果をみる。それぞれの選択肢の割合を比較する。
まず、2年次以降の英語・第二外国語の学習予定についての回答を比較する。本学の
必修外国語科目では、英語科目はReading が2年次まであり、第二外国語科目は1年次
で終了することになっている。そこで、英語学習についてのアンケートでは「2年次以
降に、必修以外の英語科目も受講したいか」、第二外国語についてのアンケートでは「2
年次以降に、中級や上級の第二外国語科目も受講したいか」を問うた。結果を図2に示
す。なお、反転項目として設けた「英語・第二外国語の勉強は、必修が終わったらやめ
ると思う」の回答も図2とほぼ同じ結果となった。
図2 大学2年次以降の英語・第二外国語の学習予定
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英語・第二外国語学習ともに、肯定的な回答（そう思う・少しそう思う）が多かった。
英語学習では、47％の学生が必修以外の英語科目を受講することに前向きで、第二外国
語学習でも、41％の学生が中級や上級の授業まで受講したいと考えていることが明らか
になった。一方、第二外国語学習では、否定的な回答（そう思わない・あまりそう思わ
ない）が31％で、英語学習の割合の約2倍になった。この要因は、中間点の割合にある
と考えられる。「どちらとも言えない」と回答した人は、英語学習で37％、第二外国語学
習で27％だった。つまり、英語学習では2年次以降に選択科目を受講するかをまだ決め
ていない人が多いのに対し、第二外国語学習では受講することに否定的な人が多いとい
うことである。この分析を通して、第二外国語学習の場合、選択科目を受けたいという
意識が英語学習に比べて低いことが明らかになった。
次に、社会人になってからの英語・第二外国語学習の予定についての回答を比較する
（図3）。「社会人になっても、英語・第二外国語の勉強を続けたいか」を問うたところ、
英語学習と第二外国語学習では各選択肢の割合が大きく異なった。英語学習では、75％
の学生が続けることに肯定的な回答をし、否定的な回答はわずか6％だった。それに対
し、第二外国語学習では、肯定的、否定的な回答がそれぞれ33％、34％、中間点の割合
が32％で、いずれもほぼ同じ割合になった。これらの結果を言い換えると、英語学習に
関しては、学生の4分の3は社会人になっても勉強を続けたいと考えているのに対し、
第二外国語の勉強については、続ける予定の人、続けない予定の人、続けるかどうかわ
からない人、の3つに分かれているといえるだろう。
図3 大学卒業後の英語・第二外国語の学習予定
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4.4.2. 勉強の継続予定と学習動機
勉強の継続予定と学習動機の関連をみる。回答者を、「2年次以降に選択科目を受講
したいか」、「卒業後も勉強を続けたいか」という両方の問いに対する回答で表10のよう
に3つに分け、英語と第二外国語の学習動機を本稿4.2と同様の手順で全体・分野別に比
較する。なお、英語学習に関しては、否定群に該当する人が2名しかいなかったため、
肯定群と中間点の2つで比較を行う。
条件 
人数 
英語学習 第二外国語学習
肯定群 「そう思う・少しそう思う」を選択した人 35 19 
否定群 「そう思わない・あまりそう思わない」を選択した人 2 16 
中間点 「どちらとも言えない」を選択した人 12 14 
表10 肯定群・否定群・中間点の条件および人数
英語学習、第二外国語学習の順に、結果を分析・考察する。結果は表11にまとめた。
英語学習では、肯定群の動機の平均は70.3、中間点は66.1という結果になった。分野別
に比較をしても、すべて肯定群のほうが値が高かった。以上の結果から、英語学習の継
続に前向きな学生のほうが、学習を継続するか決めていない学生よりも、教養、趣味、
仕事、専門分野で英語を活かしたいという意識が高いことが明らかになった。学習目的
を明確にすることが、勉強を続けたいという意欲の向上につながるといえるだろう。
習学語国外二第習学語英
 肯定群 中間点 肯定群 否定群 中間点 
【全体】 70.3／80.0（最大値） 66.1 61.4／80.0 55.9 56.5 
【分野別】 
 教養 16.3／20.0（最大値） 15.6 16.1／20.0 15.3 14.6 
 趣味 18.7 17.1 17.0 15.8 15.5 
 仕事 18.2 17.1 15.0 12.7 13.9 
 専門 17.0 16.3 13.4 12.2 12.5 
表11 肯定群・否定群・中間点の全体・分野別の平均（小数第二位以下四捨五入）
第二外国語学習では、肯定群の値が最も高く、次いで中間点の値がわずかな差で否定
群の値を上回った。分野別にみても、すべての分野において肯定群の値が最も高く、特
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に仕事分野の値が、否定群・中間点の値に比べて高かった。否定群と中間点の値はいず
れの分野でもほぼ同じで、教養・趣味分野では否定群の値が、仕事・専門分野では中間
点の値が上回った。
以上の結果から、第二外国語学習においては、（1）勉強の継続に前向きな学生は、勉
強の継続に否定的または継続を決めていない学生に比べ、第二外国語を活かしたいとい
う意識が高い、（2）勉強の継続に否定的な学生と勉強を継続するか決めていない学生の
間には動機の高さに違いはないことが明らかになった。英語学習の場合と同様に、学習
者の動機を高めることが、勉強を続けたいという意欲の向上につながるといえるだろう。
5. おわりに
本稿では、英語・第二外国語の学習動機と、学習方法の認知度と学習の負担感、そし
て学習の継続予定について、実施したアンケート調査に基づき、分析・考察を行った。
英語学習と第二外国語学習では動機の高さや、英語・第二外国語を役立てたい分野に
違いはみられたが、割合としては大きな差は出なかった。同様に、学習方法の認知度と
学習の負担感に関しても、学び始めたばかりの第二外国語では、学習方法の認知度が英
語学習よりわずかに低かったものの、学習に対する負担は両学習ともに同程度だった。
最も差が出たのは、学習の継続予定で、第二外国語学習のほうが、学習の継続に否定的
な人の割合が多いという結果になった。ただし、動機の高さとの関連でみると、両学習
ともに、勉強の継続に前向きな学生のほうが動機が高いという結果になり、共通点があ
ることがわかった。
先行研究では、英語学習または第二外国語学習のどちらか一方の動機を調査している
ものが多く、英語学習と第二外国語学習を比較した点にこの研究を行ったことの意義が
あったと考える。ただし、本論文には限界や今後の課題があり、以下に3点提示する。
第一に、今回のアンケート調査は、本学の2つの専攻に所属する1年次学生という限
られた調査協力者に対して実施されたものである。今後は、他の専攻も対象としたより
広範な調査をする必要がある。第二に、本稿は「平均」と「割合」のみによる分析であ
る。先行研究で使用されているような標準偏差や因子分析といった統計学における処理
方法を導入し、より詳細な分析を行う必要があるだろう。第三に、本稿では、質問紙の
回答者に関する情報のうち、「教職課程の登録状況」、「日本語教員養成課程の登録予定」、
「留学予定」、「卒業後の希望進路」を分析に使用することができなかった。これは、い
ずれの項目も何らかの傾向をみるには十分な数に達していなかったためである。今後は
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調査数を増やしたり、他の学年を対象としたりすることで、これらの項目を分析に活か
したい。
注
ⅰ 2011年度より新学習指導要領が実施され、小学校5・6年生から年間35単位時間の
「外国語活動」（英語）が必修となった。
ⅱ ユニクロを傘下に持つファーストリテイリングが2011年に、楽天が2012年に社内公
用語の英語化を行った。
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Abstract
This study investigates the following three issues: first foreign language (hereinafter
referred to as English) and second foreign language learning motivations, recognition rates of
learning methods and degrees of burden of learning, and learning plans. In this study, 163 first-
year students at Tokyo Woman’s Christian University were surveyed.
There are four types of motivation: cultural, hobby-related, career-related, and academic.
From the results of the questionnaires, both in English learning and in second foreign language
learning hobby-related motivation came first though the diffence from other motivations was
very small. The results also show that the students had career-related motivation in English
learning, and cultural motivation in second foreign language learning.
In addition, recognition rate of second foreign language learning methods was lower than
that of English learning methods. However, in both English learning and second foreign
language learning, the degrees of burden of learning were almost the same.
Furthermore, in English learning, about 50% of the students plan to take elective subjects,
and the proportion of the students who do not plan to take electives was about 15%. In contrast,
in second foreign language learning, the rate of those who want to take as electives was about
50%, while that of those who do not was about 30%. It was also found that the proportion of the
students who plan to continue studying English after graduation was 75%, but as for second
foreign language learning students, it was about 30%.
From these results, it can be said that English learning and second foreign language
learning students are similar in motivation and degrees of burden of learning, but they have
very different learning plans.
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